


著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。



著作権の関係上、公表しません。





（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（後期日程試験：令和７年度） １／１ 問題番号 SF 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 グローバル共創科学部・グローバル共創科学科 

出題のねらい 

農耕社会への移行による自然と人間の関わり方の変化に関する文章を読

み、人間が自然を手なずけることにより生じた現代社会の問題点に関する

筆者の主張を正確に理解する論理的思考力、そのことを具体的事例の中に

見いだし説明することのできる洞察力、自身が課題にどのように対応でき

るのかについて想像力を働かせ、それを論理的に説明できる文章力を評価

する。 

採 点 基 準 
 

(点数は   

200点満点） 

問1 配点20％（40点） 

① 引用されている文章の中で「自然を手なずけるという感覚」が人間に

生まれたことについて、筆者がどのように述べているかを正確に理解し

ていること。 
② 上記理解が文中の言葉を用いて表現されていること。 
③ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 
 

 

問2 配点30％（60点） 

① 「人間の家畜化」という言葉の意味を正確に理解していること。 

② 「人間の家畜化」に関する筆者の主張を理解し、そのメリット及びデ

メリットを適切かつ簡潔に整理していること。 
③ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 
 

 

問3 配点50％（100点） 

① 「自己家畜化」という表現で含意される問題意識について的確に理解

していること。 
② 大型都市の建設、大量エネルギーの消費以外の具体例として挙げられ

ている事例が「自己家畜化」の問題を表す事例として適切であること。 
③ 問題にどう対応すればいいかについての記述が明確かつ適切である

こと。 

④ 文章全体に整合性があること。 

⑤ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 

 
 


